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I．はじめに：弘前市近郊では水田を樹園地に転用した事例が数多く見られる．青森県
の果樹農業振興計画（青森県 2011）では，果樹の複合経営の必要性を指摘しており，
リンゴに次ぐ生産量を有するブドウは青森の農業の中で重要な位置を占める．本報告

では，水田から転作したブドウ園（スチューベン）において生じた排水不良の要因に

ついてモニタリング調査をもとに分析し，その対策について検討した結果を報告する． 
Ⅱ．対象と方法  
(1) 調査園地：青森県弘前市岩木地区のブドウ園を対象とした．この園地は 8 年前に就
農した園主が水田から転換した．面積は約 60a で中央部を通作道と用排兼用の土水路
が通っている（Fig.1）．圃場整備は行われて
おらず暗渠も未整備である．開園後，高品

質のスチューベンを安定生産しているが，3
年ほど前から園地の一角で排水不良による

秋枯れなどの症状が見られるようになった．

特に，2015 年 8 月には降雨後に圃場の一部
がぬかるむ状況となり，その状況が 9 月初
めまで続いた．排水不良の原因究明とその

対策は今後の課題となっている．  
(2) 調査方法：2011 年より Decagon 社製の気象，土壌センサーを圃場 1,2 の中央に設置
している（加藤ほか，2013，2014）．さらに 2015 年 9 月に圃場 1 の排水不良箇所に，
Decagon CTD，5TE を設置し，園地の気象（気温，風向風速），土壌（体積含水率 (VWC)，
地温，EC），地下水位をモニタリングした．加えて，縦横断測量と土壌の物理特性につ
いて調査した．  
Ⅲ．結果と考察  
(1)地形：  Fig.2 に縦横断図を示した . 園地
は上流側の水田より 15cm 程低い位置にあ

った．圃場面の縦断方向勾配は 1%未満でほ
ぼ平面であった．横断方向は圃場 1 が 2 よ
り 10〜20cm 程度低く，両圃場とも水路方

向に若干の勾配が見られた．排水不良が認

められた圃場 1 は，水路の水位が 15cm を
超えると圃場面が水面より低くなる状態だ

った．園主は，排水対策として，畝立栽培，

ライ麦草生栽培のほか，上流側水田および

園地中央の水路との境界に明渠（幅 40cm×深さ 20cm 程度）を掘削していた．  
(2)気象：気温は -15℃から 33℃の範囲で変化し年較差は約 50℃だった．2015 年農繁期
（5 月〜10 月）の積算雨量は 459mm で，排水不良が見られた 8 月の雨量は 72mm だっ
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Fig.1 調査園地の模式図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Fig.2	 調査園地の縦横断図  

（通作道の上流側を 100cm と仮定）  
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た．時間雨量は 7/25 の 27mm が最大で，8 月は 6mm が最大だった．   
(3)土壌：ブドウの根の伸長が 40cm 程度であることをふまえ，園地中央および排水不

良箇所で 0-20cm, 20-40cm の範囲で土壌を採取した．土壌は灰色低地土，土性は CL，
園地中央の 20-40cm に難透水性層が確認された (Table 1)．排水不良箇所の地表付近
（0-20cm）の透水係数は 2.95×10-6cm s-1，乾燥密度は 1.34g cm-3で園地中央の難透水性

層と同等な値だった．地表付近の土壌硬度は

20mm（山中式硬度計）であった．作業機の走
行等によって地表付近の土壌が締め固められ

たために透水性が低下したと考えられる．  
(4)土壌水分：Fig.3 に圃場 1,2 の中央部におけ
る農繁期 (5〜10 月 )の VWC（ -20cm）を示した．
地形的な要因もあり，水分量は標高の低い圃

場 1 が 10%程度高い．8 月は圃場 1,2 とも水分
量が多くなっていた . 耐湿性の大きいブドウ
は VWC が 0.4〜0.5 程度まで生育に影響が現
れないとされる（岡本 , 2014）．圃場 2 では湿
害につながる水分量ではなかったが，圃場 1
の排水不良箇所では，湿害に繋がる可能性の

高い水分量だったと思われる．  
(5)地下水位：園地の排水不良は 9 月に入り解
消した．この時期，周辺水田は落水しており，

上流側からの浸入水が減少しためと思われる．

Fig.4 に排水不良箇所の地下水位を示した．セ
ンサー設置が 9 月以降だったため，排水不良
が生じた 8 月は捉えられていないが，降水時
に上昇し，降水終了後に低下していた．干天

時の地下水位は地表から -80cm 程度の深さに

あり，降水時も -50cm 程度までの上昇であっ

た．したがって，8 月に圃場 1 で圃場面がぬかるむ状態となった要因は，周辺からの浸
入水が地表から -40cm 以浅の土壌に停滞していた可能性が高いといえる . 
(6) 排水不良の要因とその対策：これらの結果から，2015 年 8 月に生じた調査園地の
排水不良は，園地周辺からの水の浸入と地表付近の地下排水の不良による過剰水の停

滞である可能性が高い．地下排水の改良には暗渠の整備が有効であるが，この園地は，

排水路が浅いため，暗渠は整備できない．そのため，サブソイラーを -40cm より深く施
工し，転圧された部分を破砕して地下排水の促進を図ることと，明渠の拡幅により園

地への浸入水を減少させることが有効と考えられる．  
Ⅳ．おわりに：今後，周辺水田の作付け開始に伴う園地内の地下水位および土壌水分

量の変化をモニタリングしながら想定した要因の妥当性を検証する．あわせて，検討

した改善策について園主と相談しながら今後順次実施していく予定である．  
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Table 1 土壌の物理特性  

 

 
Fig.3 圃場 1,2 の土壌水分量  

(体積含水率 )の比較（20cm 深）  

 
Fig.4 排水不良箇所の地下水位  
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